
昭和 53年 11月25円

0よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

0公衆iIl徳をたかめ、人の迷惑にならないようにする。

12月の車内手見

。会合は定刻開会、定亥IJ閉会を正しく守る。
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39，2041.人 (10月末現在)

発

編

男 18，815人前月比十 29

女 20，389人+12 
世帯数 11，513世帯 十 12
面積 240.93平方キロメートル

大洲市役所

企画調整課
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集

市の人口

3期固定資産税

一一一十

本
年
は
、
国
際
連
合
総
会
に
お

い
て
世
界
人
権
宣
一
一
一
一
口
が
採
択
さ
れ

て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
満
三
十
年
に

当
た
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
法
務
省
並
び
に

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は

毎
年
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

の
一
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
し

て
基
本
的
人
権
の
尊
電
を
訴
え
て

参
り
ま
し
た
。

特
に
、
本
年
は
一
一
一
十
周
年
と
言

う
節
目
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
今

一
度
「
人
権
週
間
」
の
意
義
と
本

年
の
強
調
事
項
な
ど
に
つ
い
て
簡

単
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
一
月
五
一

H
、
大
洲
市
民
運
動

会
が
平
野
町
の
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

当
日
は
、
朝
霧
に
包
ま
れ
た
は

だ
寒
い
曇
り
日
で
し
た
が
、
広
い

運
動
公
園
も
出
場
選
手
と
観
客
や

そ
の
車
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た。

開
会
式
は
、
ご
一
発
の
煙
火
と
帝

京
第
五
高
等
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

の
演
奏
に
の
っ
て
、
バ
ト
ン
ト
ワ

一7
1に
つ
づ
き
、
市
体
育
指
導
員

を
先
頭
に
選
手
団
千
五
百
人
が
入

場
し
、
各
地
医
の
工
夫
を
こ
ら
し

た
行
進
で
、
一
回
運
動
会
の
ム

ド
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

権、

十

月

四

日

わ
た
し
た
ち
は
、
だ
れ
で
も
幸

福
な
生
活
を
お
く
り
た
い
と
い
う

願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て

い
る
も
の
で
こ
れ
を
人
権
と
呼
ん

で
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
人
権
は

日
本
人
だ
け
の
も
の
で
も
な
く
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
々
が
持
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

こ
の
人
権
を
守
る
こ
と
を
依
界

に
訴
え
た
の
が
「
世
界
人
権
宣
言

」
で
、
一
九
四
八
年
(
昭
和
二
十

三
年
)
十
二
月
十
日
第
三
回
国
際

連
合
総
会
の
席
上
で
し
た
。
そ
れ

以
来
、
毎
年
こ
の
十
二
月
十
円
を

日

「
人
権
デ
」
と
し
て
加
盟
国
な

ど
に
人
権
思
想
の
啓
発
の
た
め
行

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
わ
が
国
で

も
こ
れ
を
受
け
て
十
二
月
十
日
を

最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
人
権
週

間
と
し
て
定
め
、
特
に
大
規
模
な

啓
発
活
動
を
行
い
、
広
く
国
民
に

人
重
忠
識
の
徹
底
を
凶
つ
一
て
お
り

ま
す
。本
年
度
は

l
人
権
の
共
存
対
話
に
よ
っ

て
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
つ

く
ろ
う
。

部
落
差
別
を
な
く
そ
う
。

婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う
。

2 3 

昨
年
度
優
勝
の
新
谷
地
区
か
ら

優
勝
旗
返
還
の
あ
と
大
会
長
近
田

市
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
き

選
手
を
代
表
し
、
肱
北
地
区
A
、

代
表
松
下
武
夫
さ
ん
が
力
強
く
選

手
宣
誓
を
行
い
、
競
技
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

競
技
は
、
小
学
校
リ
レ
か
ら

は
じ
ま
り
、
地
区
対
抗
や
凶
体
競

技
な
ど
二
十
種
目
が
行
わ
れ
、
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

約
三
千
五
百
人
の
選
手
や
観
衆

は
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
も

競
技
に
応
援
に
、
優
勝
目
指
し
て

の
奮
戦
で
し
た
。

喚
声
と
熱
戦
の
う
ち
に
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
消
化
さ
れ
、
運
動
会
は

盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
、
再
会
を

約
し
て
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

秋
の
全
国
火
災
予
脆
運
動

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
ニ
日

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
生
か
せ
火
の
用
心
一

ま
す
。
こ
の
よ
う
之
幼
児
や
老
人

に
犠
牲
者
が
多
い
の
は
、
一
時
的

に
体
力
が
劣
る
た
め
、
火
災
の
発

見
が
遅
れ
た
り
、
敏
速
な
行
動
が

困
難
な
こ
と
が
原
因
で
す
。

ま
た
、
犠
牲
者
の
ほ
と
ん
ど
は

独
り
暮
ら
し
の
老
人
で
あ
る
と
か

家
族
が
外
出
し
、
老
人
や
幼
児
だ

け
が
一
世
間
守
番
し
て
い
る
場
合
な
ど

に
発
生
し
て
い
ま
す
。

幼
児
、
老
人
を
火
災
か
ら
守
る

に
は
、
家
族
や
近
隣
の
人
た
ち
の

温
か
い
手
助
け
が
何
よ
り
必
要
で

す
。
み
ん
な
で
次
の
こ
と
を
十
分

配
慮
し
、
火
災
発
生
防
止
の
工
夫

や
火
災
時
に
お
け
る
安
全
確
保
に

つ
い
て
、
十
分
話
し
合
い
ま
し
ょ

P

つハ
門
就
寝
場
所
の
工
夫

幼
児
や
老
人
は
、
避
難
し
や
す

い
場
所
で
寝
る
よ
う
に
し
ま
し

今
年
も
、
火
災
の
多
発
期
を
迎

え
、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
、
十

二
月
二

H
ま
で
の
一
週
間
、
「
幼

児
、
老
人
、
身
体
不
自
由
者
な
ど

の
焼
死
防
止
対
策
の
強
化
」
を
重

点
目
標
に
、
全
国
秋
季
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年
、
県
下
で
は
、
火
災
が
七

百
九
十
一
件
発
生
し
、
三
十
人
の

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

二
一
十
人
の
う
ち
、
十
六
人
が
幼

児
や
老
人
で
火
災
に
よ
る
死
者
の

五
イ
三
パ
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
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些二
ロ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。当
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。

兵
頭
義
高

大
野
照
雄

上
岡
和
雄

清
水
友
之

兵
頭
典
次

八新森平大
多谷山里子洲
喜

ょ
p

つ。

伺
喫
煙
中
の
注
意

大
き
な
灰
皿
を
備
え
、
灰
皿
の

周
囲
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
寝
た
き
り
老
人
の
場
合

に
は
、
防
災
処
理
の
さ
れ
た
寝

具
類
を
使
用
し
、
簡
易
型
火
災

警
報
器
な
ど
を
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

同
居
室
の
整
と
ん

幼
児
、
老
人
の
居
室
は
、
日
頃

か
ら
整
と
ん
し
、
燃
え
や
す
い

物
の
散
乱
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

同
家
族
が
外
出
す
る
と
き

幼
児
、
老
人
だ
け
を
残
し
て
外

出
す
る
と
き
は
、
火
の
元
の
安

全
確
認
を
徹
底
す
る
ほ
か
、
老

人
が
使
う
火
気
は
、
必
要
最
少

限
に
し
ま
し
ょ
う
。

同
独
り
暮
ら
し
の
老
人
に
手
助
け

を。各
消
防
機
関
で
は
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
、
家
庭
訪
問
な
ど

に
よ
り
、
防
火
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
近
隣
の
人
た
ち
も

積
極
的
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

通
商
産
業
省
で
は
、
今
年
も
十

二
月
三
十
一
日
現
在
で
「
昭
和
五

十
三
年
工
業
統
計
調
査
」
を
行
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を

営
む
す
べ
て
の
事
業
所
と
、
そ
の

本
庄
、
支
庄
を
対
象
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
、
わ
が
国
の
統
計
調
査

の
中
で
は
、
国
勢
調
査
と
並
ぶ
最

も
薫
要
な
調
査
の
一
つ
で
す
。

年
末
年
始
の
お
忙
し
い
中
を
調

査
員
が
伺
い
ま
す
が
、
ご
協
力
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が
国

製
造
業
の
実
態
や
、
製
造
活
動
の

状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
ほ
か
、

調
査
の
資
料
は
国
民
生
活
の
中
で

も
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
都
市
開
発
、
下
水
道

整
備
計
画
な
ど
の
資
料
に
な
り
、

の
三
つ
の
柱
を
基
調
と
し
て
啓
発

を
行
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
中
で
人
権
を
侵
さ

れ
て
、
(
例
え
ば
、
隣
近
所
の
い

や
が
ら
せ
、
同
和
問
題
に
よ
る
差

別
、
男
女
の
差
別
、
借
地
、
借
家

に
関
す
る
問
題
で
お
困
り
の
方
、

又
、
そ
の
他
の
親
族
問
の
問
題
、

相
続
、
交
通
事
故
、
登
記
の
問
題

な
ど
)
お
悩
み
の
方
は
、
近
く
の

人
権
擁
護
委
員
か
、
法
務
局
、
同

支
局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

り
ま
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
三
年
度
愛
媛

県
下
で
人
権
侵
犯
事
件
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
四
百
三

十
件
で
そ
の
う
ち
「
い
や
が
ら
せ

」
が
最
も
多
ノ
¥
三
十
一
パ
セ

ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

面
民
の
す
べ
て
が
人
権
を
尊
重
し

ま
た
、
各
種
製
品
の
生
産
、
販

売
計
画
を
立
て
る
場
合
に
も
参
考

に
な
り
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
票

に
は
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記
入
下
さ

口
調
査
の
種
類

申
調
査
j
従
業
者
三
十
人
以
上

の
事
業
所
の
調
査

乙
調
査
:
:
従
業
著
二
十
九
人
以

下
の
事
業
所
の
調
査

丙
調
査
製
造
業
に
属
す
る
本

社
、
本
商
の
調
査
、

①
製
造
工
場
を
二
工

場
以
上
経
営
す
る

企
業
本
社
、
本
盾

②
一
製
造
工
場
を
別
の

場
所
に
も
つ
企
業

の
本
社
、
本
庇

⑮
⑧
③
⑧
 

⑧

⑮

 

次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

。
交
通
事
故
相
談
日

と
き
ロ
月
日
日
目
時
l
m時

ク
月
別
日
ク

と
こ
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

。
人
権
相
談
日

と

き

ι月
初
日
日
時
l
M時

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

O
心
配
ご
と
相
談
日

と

き

ロ

月

1
日
日
時
i
M時

日

日

今

ク

初

日

ク

お

日

ク

と
こ
ろ
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
(
旧
大
洲
公
会
堂
)

一O
一
家
庭
児
童
相
談
臼

と

き

毎

日

9
時
I
M
時

た
ど
}
、
土
曜
H
は
ロ

昨
ま
て
、
日
曜
日
、
祝

日
は
休
み
ま
す
。

と
こ
ろ
市
福
祉
事
務
所

。
行
政
相
談
H

と

き

年

H
9
時
l
M
時

た
だ
し
、
月
曜
日
は
休

み
ま
す
。

と
こ
ろ
市
民
会
館

。
不
動
産
相
談
日

と
き
毎
月
日
円
日
時

i
M時

と
こ
ろ
七
地
建
物
取
引
業
協
会

大
洲
支
部
(
大
洲
市
東

大
洲
四
O
七

株

フ

ヂ

エ
タ
内
)

休
日
の

開
lE雪

月 「豆玄、

H 日日円E::l '---/ 

実
ヂ丙

タ，

イシ

// 

// 今

// 

調
査
項
目

事
業
所
名
、
従
業
者
数
、
原
材

料
及
び
燃
料
使
用
額
、
製
造
品
出

荷
額
な
ど
で
、
甲
調
査
は
十
七
項
固

目
、
乙
調
査
は
十
三
項
目
、
丙
調
一

査

は

十

二

項

目

で

す

。

一
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二
、
明
治
以
降
、
な
ぜ
、
ど
ん
な
形
で

残
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か

メζ
電メ忌零也母

図想、予成由
一
ん

智

教
育
を
受
け
る
権
利

な
く
な
ら
な
か
ワ
た
、
部
落
差
別
|

昭和 53年 11月25日

七育そ対 あめ気と和頃

詩そ55i話器2重
量理署皇室。持軒雪之
主語存豊喜 空E主警主著
ま四るの申 だた下、年間
し十同趣、 地せ真学)も
た八和旨同 方るのぶ、な
。年教に和 もた勇こ向い

同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
を
養
い
、
部
落
差
別
に
対
す
る
正

は
、
国
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
同
し
い
見
方
や
考
え
方
を
中
心
に
、

和
問
題
を
正
し
く
認
識
し
、
全
国
差
別
し
な
い
、
差
別
に
負
け
な
い

民
が
共
通
課
題
と
し
て
取
り
組
む
差
別
を
許
さ
な
い
児
童
、
生
徒
を

と
と
も
に
、
社
会
の
中
に
今
な
お
育
成
す
る
。

生
き
て
い
る
不
合
理
な
差
別
を
解
と
く
に
同
和
地
区
の
児
童
、
生

消
す
る
た
め
に
国
お
よ
び
地
方
公
徒
に
対
し
て
は
、
そ
の
発
達
と
教

共
団
体
が
責
任
を
も
っ
て
積
極
的
育
の
機
会
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
実

な
行
政
的
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
態
を
正
し
く
把
握
し
、
そ
の
こ
ど

が
急
務
で
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
も
の
可
能
性
が
十
分
に
伸
ば
さ
れ

決
に
当
た
っ
て
は
、
何
人
も
傍
観
る
よ
う
警
内
容
の
充
実
と
教
育

者
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
条
件
の
整
循
に
努
め
る
。

O
学
校
同
和
教
育

O
社
会
同
和
教
育

学
校
に
お
け
る
す
べ
て
の
教
育
社
会
撃
宵
の
あ
ら
ゆ
る
機
会
に

活
動
の
中
で
、
人
間
尊
重
の
精
神
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
調
と
す

副
命
角

0
6泌
氏

切

網

的

自

治

ぬ

品

開

向

ぬ

品

開

MVP-ATヲ

胸

角

。

角

向

偏

向

必

的

自

め

印

角

6
6
0

包@

愛
媛
県
同
和
教
育
基
本
方
針

官必
Z
Aぬ
ぬ
向
ぬ
ぬ
吟
命
的

aaaa

相
互
交
流
を
促
進
し
、
新
し
い
生

き
が
い
を
開
発
す
る
と
と
も
に
婦

人
が
農
家
生
活
の
改
善
な
ど
に
つ

い
て
の
知
識
及
び
技
術
を
習
得
す

る
た
め
の
多
目
的
共
同
利
用
施
設

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
施
設
が
完
成
す
れ
ば
地
域

の
老
人
、
婦
人
、
若
妻
、
こ
ど
も

た
ち
及
、
び
各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
活
動
に
お
お
い
に
活
用
さ

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し

て
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
は
、
来
年
三
月
の
壬
定
で

す。
年
末
年
始
の

交
通
安
全
運
動

十
二
月
十
一
日
か
ら

一
月
+
日

県
で
は
、
「
交
通
安
全
、
無
事

故
で
年
末
、
笑
顔
で
年
始
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
年
末
年
始
の
交
通

安
全
運
動
」
を
県
民
総
ぐ
る
み
で

展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
飲
酒
運
転
の
絶

滅
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の

事
故
防
止
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
事
故

防
止
、
道
路
を
正
し
く
使
う
運
動

の
推
進
の
四
つ
を
重
点
に
し
て
い

ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

E 

る
学
習
を
取
り
入
れ
、
す
べ
て
の

人
々
が
科
学
的
、
合
理
的
な
生
活

態
度
を
身
に
つ
け
、
同
和
地
区
に

お
け
る
差
別
の
実
態
を
正
し
く
認

識
し
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
同
和

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
意
欲
と

実
践
カ
を
養
う
。

ま
た
、
同
和
地
区
に
お
け
る
社

会
教
育
諸
条
件
を
整
備
し
、
地
区

住
民
の
教
養
と
文
化
を
高
め
、
経

済
的
、
社
会
的
向
上
を
図
る
。

社
会
科
の
教
科
書
に
、
同
和
問

題
の
記
述
、
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育

は
年
と
と
も
に
、
取
り
組
み
が
深

ま
り
、
一
方
、
社
会
教
育
の
場
で

の
同
和
教
育
も
近
年
め
ざ
ま
し
く

進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

四
国
郵
政
局
か
ら
贈
呈

喜
多
小
学
校
に
郵
便
貯
金
文
庫

四
国
郵
政
局
で
は
、
こ
ど
も
郵

便
局
制
度
発
足
三
十
周
年
を
4

記
念

し
て
、
過
去
二
回
以
上
郵
政
大
臣

の
表
彰
を
受
け
、
活
動
の
め
ざ
ま

し
か
っ
た
優
良
子
ど
も
郵
便
局
へ

「
郵
便
貯
金
文
庫
」
を
鶏
り
ま
し

た
。
喜
多
小
学
校
も
四
国
四
県
の

優
良
六
校
の
う
ち
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
そ
の
贈
呈
式
が
、
十
月
三
十

日
¥
九
時
五
十
分
か
ら
喜
多
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
古
谷
綱
博

四
国
郵
政
局
長
か
ら
児
童
会
会
長

の
宮
田
博
志
君
に
、
古
典
文
学
全

集
二
十
六
巻
と
旅
行
シ
リ
ズ
三

十
一
巻
の
五
十
七
巻
か
贈
ら
れ
ま

し
た
。
児
童
千
七
十
人
は
一
斉
に

拍
手
を
し
て
大
喜
び
で
し
た
。

最
後
に
児
童
会
長
官
田
博
志
君

が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
式
は

終
わ
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
学
校
で
は
、
新
築
さ

れ
た
校
舎
の
図
書
室
に
「
郵
便
貯

金
文
庫
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
児
童

に
愛
読
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。
喜
多
小
学
校
は
、
昭
和
二
十
六

年
十
月
に
、
こ
ど
も
郵
便
貯
金
組

合
を
設
立
し
て
以
来
、
全
児
童
が

毎
月
貯
金
を
し
て
お
り
、
昭
和
三

十
七
年
と
四
十
七
年
に
郵
政
大
臣

の
表
彰
を
受
け
た
の
を
は
じ
め
と

し
て
、
大
蔵
大
臣
表
彰
二
回
、
貯

金
局
長
表
彰
六
回
、
郵
政
局
長
表

彰
七
回
、
知
事
表
彰
八
固
な
ど
、

毎
年
の
よ
う
に
表
彰
を
受
け
て
お

り
ま
す
。

十

月
児
童
手
当
が

昭
和
四
十
七
年
に
発
足
し
た
「

児
童
手
当
法
」
が
十
月
か
ら
一
部

改
正
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
十
八
歳
未
満
の
生

徒
、
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以
上
が

中
学
校
及
び
小
学
校
の
生
徒
、
児

童
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
、
一
二
人

目
以
降
の
児
童
に
支
給
さ
れ
る
も

鳥弘、省、.，

か

り

部
増
額

の
で
す
。
今
回
の
改
正
で
、
支
給
額
が
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

O
市
民
税
の
所
得
割
の
な
い
受
給

者
は
、
昭
和
五
十
四
年
二
月
支
給

分
か
ら
児
童
一
人
に
つ
き
、
千
円

引
き
主
け
ら
れ
、
五
千
円
が
六
千

円
に
な
り
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
社
会
福
祉
事

業
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し

た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す

。

(

敬

称

略

)

金

一

封

新

町

久

保

正

春

金

一

封

柳

沢

西

岡

勝

俊

金
一
封
常
磐
町
伊
藤
真
一

金
一
封
(
病
気
見
舞
返
し
)

市
教
育
委
員
会
内
大
藤
富
貴
範

一
万
四
千
百
四
十
一
円
(
び
っ
く

り
市
の
収
益
金
)

大
洲
高
等
学
校
生
徒
会

三
千
円
(
七
十
歳
の
マ
ラ
ソ
ン
お

ば
あ
さ
ん
)
東
京
都
波
多
野
斐

(
物
品
の
口
座
)

衣
類
八
十
点
(
大
洲
幸
楽
園
へ
)

三

の

丸

佐

々

木

五

郎

醤
泊
三
十
二
本
、
み
そ
四
十
K

(
愛
媛
物
産
品
ま
つ
り
の
展
示
品
)

感
瑳
県
醤
油
み
そ
協
同
組
合

南
予
支
部大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

愛
媛
県
生
活
安
定
資
金
の

お

県
で
は
、
経
済
的
に
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
生
活
安
定
資
金

制
度
を
設
け
、
無
利
子
に
よ
る
資

金
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
し
付
け
対
象

一
市
民
穂
か
課
税
さ
れ
て
な
い

世
帯
(
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
)

及
び
市
長
が
非
課
税
と
同
程
度

の
水
準
と
認
定
し
た
世
帯

二
資
金
の
種
類
及
び
貸
し
付
け

限
度
額

-
生
活
資
金
十
万
円

2
療
養
資
金
十
五
万
円

3
災
害
資
金
三
十
芳
円

三
貸
し
付
け
期
間

長日

せ

市
で
は
、
昭
和
五
十
三
空
度
事

業
と
し
て
菅
回
連
絡
所
跡
地
に
、

「
農
村
婦
人
の
家
」
¢
建
設
計
画

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
着
工
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
総
工
費
四
千
二

百
万
円
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
、
二
階
建
て
延
べ
四
百
六
、

O

一
平
方
メ
ー
ト
ル
の
施
設
で
す
。

一
階
に
は
遊
瞳
室
・
調
理
実
習

室
と
加
工
室
・
健
康
管
理
室
、
二

階
は
、
図
書
資
料
閲
覧
室
・
共
同

学
翌
室
な
ど
農
村
に
ふ
さ
わ
し
い

建
物
で
す
。

農
村
婦
人
の
家
は
、
農
林
水
産

省
が
農
村
婦
人
対
策
と
し
て
、
昭

和
五
十
三
年
度
新
規
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
特
に
近
年

農
村
の
青
壮
年
農
業
者
を
中
心
と

す
る
農
業
労
働
力
の
著
し
い
流
出

に
よ
り
、
高
齢
化
が
進
む
に
伴
い

生
活
、
生
産
、
地
域
活
動
の
諸
分

野
で
婦
人
が
果
す
役
割
が
増
大
し

つ
つ
あ
る
今
日
、
農
家
高
齢
者
の

一

旬

。

帥

断

V
P
S旬
。
伊
VMm

り

-
生
活
資
金

内
2
療
養
資
金
・
災
害
資
金

年
以
内

四
償
還
方
法
年
賦
・
半
年
賦

又
は
、
月
賦

五
保
証
人
二
名
(
借
受
人
と

同
じ
市
に
居
住
し
、
前
年
度
の

市
民
税
の
納
付
済
み
の
者
)

こ
の
貸
し
付
け
制
度
は
、
愛
媛

県
が
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
貸
し

付
け
業
務
は
市
で
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。く
わ
し
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務

所
に
お
た
ザ
ね
く
だ
さ
い
。

一
年
六
か
月
以

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

年
末
郵
便
物
の
差
し
出
し
に
協
力
を

年
末
に
は
、
短
期
間
に
大
量
の

郵
便
物
が
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
年
賀
状
の
準
備
は
お
早
め
に

年
賀
状
は
十
三
月
十
五
日
か

ら
引
受
け
を
開
始
し
ま
す
の
で

印
刷
ゃ
あ
て
名
書
き
は
、
正
確

新
刊
図
書
案
内

日
本
の
文
様
⑤
⑥
光
琳

な
る
に
は
ブ
ッ
ク
ス
酒
巻

徳
川
家
康
国
巻
山
岡
荘
八

学
校
と
家
庭
の
間
戸
田
准
巳

ふ
り
向
け
ば
青
い
海
桐
島
洋
子

つ
い
に
・
僕
は
医
者
に
な
っ
た

一
一
ー
ー
ル
・
シ
ー
ル
マ
ン

風

の

遺

産

新

田

次

郎

峰

の

記

憶

渡

辺

淳

一

ぼ

く

ら

の

時

代

栗

本

薫

魔

女

伝

説

半

村

良

日
の
影
村
の
一
族
五
木
寛
之

海
外
旅
行
入
門
加
藤
厚
吉

ふ
る
さ
と
の
四
季
愛
媛渡
部
章
正

天
使
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど渥
美

に
、
ま
た
早
め
に
完
了
さ
せ
て
、

遅
く
と
も
十
二
月
二
十
日
ま
で
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

O
小
包
の
差
し
出
し
は
十
二
月
十

五
日
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い

十
五
日
を
渇
き
る
と
、
年
内

に
配
達
し
き
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ー

図

書

館

i

宇土

逆
発
想
術
(
続
)
竹
村
健
一

新
日
本
記
行

N

H

K

経
済
白
書
回
年
度
経
済
企
画
庁

も
っ
こ
す
人
生
川
上
哲
治

ポ
プ
ラ
ブ
ッ
ク
ス
全
加
巻

ア
ン
デ
ル
セ
ン
ど
う
わ
全
日
巻

お
ば
け
の
は
な
し
寺
村
輝
夫

て
ん
ぐ
の
は
な
し

H

お
に
の
は
な
し

他
十
四
冊

お

知

ら

せ

雅
子

十
一
月
一
日
か
ら
図
書
の
貸
出
し

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
出
冊
数
一
回
三
冊
以
内

H

期
間
十
五
日
以
内

四


